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「図書カ ヒト・夢・カネが集まる5つの法則J(N 

HK出版生活人新書)は、発売から1年半たつが現在も

インターネ γト書腐アマゾン「地域経済部門」で、ほぼ

1位を維持する。著者は食環境ジャーナリスト、金丸弘

美氏。全国の量の現場を取材するうちに、その経験、知

障を活かして自らが童総合プロデューサーとして 「宜に

よる地域おこしjに携わるようになった。金丸流「宜に

よる地域おこしj術を聞いた。 [沖永 篤郎]
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金丸流I食による地域おこしj術

消費者に届くまでを意識する
金
丸
弘
聖
(
か
な
ま
る
・
ひ
ろ
み
)

1
9
5
2年
、
佐
賀
県
唐
津
市
生
ま
れ
。
食
環
境
ジ
ャ
l
ナ

υス
ト
、
食

組
合
ラ
ロ
デ
ュ

l
サ
l
。
こ
れ
ま
で
取
材
で
罰
れ
た
地
域
は
海
外
も
吉
的
、
9
0
0
力
所
以
上
。
食
の
現
場
を
政
柑
す
る

う
ち
に
、
モ
の
経
験
、
知
闘
を
活
か
し
自
ら
食
曹
と
地
埠
づ
く
り
を
連
携
さ
せ
た
食
の
ワ
1
ク

νョ
ッ
ブ
、
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
、
ツ
ア
1
展
開
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ザ
事
曜
に
構
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
年
、
輯
商
省
地
埠
刀
劃
遺
ア
ド
バ
イ
ザ

に
。
四
年
、
内
閣
官
房
地
壇
活
性
化
応
軍
陣
地
坦
活
性
化
缶
道
師
に
任
命
。
行
政
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
曹
に
も
構
わ

る
。
活
動
や
庸
日
記
を
紹
介
す
る
「
金
丸
弘
聖
の
ス
ロ
1
7
lド
」
は
(才
=
u
己
主
主
主

σω
コ
E-ω
〈

m
n
o
-
u

¥E2ω

ヨ
ω
E
E
o
ヨ
o
b
コ
a
o
x
u
z匂
)
。
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青年部長、次期部長が往復.餌

…・・ @ 

-一mw↑
〉

》

E

-

叶
ι
川

-

H

;

1

k

)

 

∞
一
向
間

引

に

ず

会

酬

代

比

一
国
訓

-

d

幸

山

山

正

式

肘

，

n

A

叩
一
即
時

が

を

羽

一

冊

株

LFn

山
一
知

一
一
昨
品
開
仇
肝
叩
山

明
一
判
叩

様
一

M
持
比
一
骨
山
肱
苅

剛

一

3
U

客
パ

-n，
制

耐

頑

晴

間

H
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一
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ヴ
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W
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u
a
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u
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田
町
一

L

t

b

円

w
h
H

一

呼
ぶ
人
の
対
面
車
梼
絞
る
こ
と
営
を
す
る
所
も
あ
る
。
「
現
て
も
ら
い
、
尭
怨
を
転
換
さ
が
携
わ
っ
て
い
る
農
協
の
贋

直
開
所
の
国
軍

も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
「
マ
ス
コ

1
1
12
1
1
桂
世
代
は
補
助
金
者
唾
え
る
せ
る
必
要
が
あ
る
」
。
産
物
厳
開
所
。
朝
の
商
品
の

ミ
や
学
校
給
宜
の
栄
聾
士
、
「
売
り
上
げ
は
落
ち

τい
だ
け
使
い
込
ん
で
小
遣
い
程
商
品
の
見
せ
方
は
工
夫
す
栂
入
か
ら
最
古
川
ま
で
ず
っ
と

地
元
の
料
理
人
な
ど
、
ち
ゃ
る
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
嵩
齢
者
ぎ
で
い
い
が
、
そ
田
桂
、
税
る
だ
け
で
、
客
へ
の
訴
求
力
レ
ジ
カ
ロ
ン
タ
l
の
楠
で
チ

ん
と
受
け
止
め
ら
れ
る
入
、
ば
か
り
。
桂
継
ぎ
も
い
な
制
負
担
が
か
か
っ
て
1
番
大
は
変
わ
る
。
例
在
、
手
作
ヱ
ツ
己
て
い
争
と
、
客
が

明
日
か
ら
で
も
す
ぐ
に
値
つ
い
」
。
争
@
地
方
の
農
産
物
変
な
の
は
醸
の
世
代
。
無
駄
り
ま
ん
じ
ゅ
う
回
個
限
定
を
並
お
の
は
開
話
間
際
の
時
間

て
み
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
直
売
所
の
売
り
場
担
当
者
の
は
楠
底
的
に
暁
い
出
し
て
も
売
る
な
ら
、
作
っ
た
お
ば
あ
帯
だ
付
。
午
前
川
時
半
ご
ろ

人

疹

坪

ぷ

」

。

噴

き

。

金

丸

民

が

地

方

自

拍

ら

う

」

。

ち

ゃ

ん

の

写

真

と

一

帽

に

に

は

的

ぼ

し

い

商

品

は

売

り

金
丸
氏
が
描
く
持
来
計
画
体
か
皇
直
売
所
改
革
の
位
頼
役
場
や
農
協
な
ど
、
担
当
「
高
齢
化
に
つ
き
印
個
し
か
切
れ
、
信
の
商
品
は
が
ら
が

は
、
生
産
者
と
地
Z

冗
レ
ス
ト
が
畢
古
町
、
現
地
が
訪
れ
る
と
者
の
意
調
改
革
も
重
富
予
」
も
で
き
ま
せ
ん
」
と
コ
ピ
ー
を
ら
に
な
っ
た
。

ラ
ン
が
お
亙
い
を
紹
介
レ
あ
必
ず
嗣
く
声
だ
。
「
安
心
し
売
り
場
に
は
中
国
産
の
農
作
付
廿
る
。
こ
れ
だ
廿
で
目
玉
「
λ
が
来
な
い
の
は
当
た

い
、
地
元
を
発
信
し
て
い
く
て
く
だ
さ
い
。
ど
こ
の
地
方
物
や
、
時
加
物
の
た
く
さ
ん
商
品
が
で
き
る
。
野
菜
は
獲
り
前
。
農
協
の
職
員
が
直

関
係
を
つ
く
り
よ
庁
る
こ
と
も
高
齢
化
が
準
。
、
若
者
は
入
っ
た
お
土
産
物
な
ど
が
平
れ
た
畑
の
写
真
を
付
け
て
、
接
、
醜
軍
に
会
い
に
存
っ
て
、

だ
。
「
地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
か
ら
」
。
金
丸
氏
罰
で
置
か
れ
て
い
た
り
す
「
私
た
ち
は
こ
の
畑
で
こ
ん
『
商
品
が
な
く
な
る
時
間
帯

ん
が
、
旅
行
者
か
ら

『と
の
か
こ
言
言
い
切
る
の
は
、
全
る
。
「
求
型
琉
通
に
乗
せ
る
な
お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
に
商
品
を
入
れ
れ
ば
、
あ
な

あ
た
り
で
現
時
し
い
相
理
屋
国
を
面
り
、
金
に
よ
る
地
域
こ
と
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
た
い
ま
す
」
と
コ
ピ
ー
を
つ
け
た
の
所
樽
は
倍
に
な
り
ま
す

は
』
と
尋
ね
ら
れ
れ
ば
『
和
お
こ
し
に
携
わ
り
、
打
つ
手
農
作
物
を
虫
ベ
恒
れ
て
き
た
る
。
た
だ
安
心
、
賢
岳
芝
菰
よ
頃
昂
申
喜
一
@
必
要
が
あ
る
。

宜
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
フ
レ
ン
告
知
っ
て
い
る
か
ら
。
人
た
ち
が
、
今
や
位
場
や
庫
う
よ
り
も
害
へ
の
訴
求
力
は

1
5
0
入
、
商
品
を
仕
入
れ

チ
、
ど
ち
ら
に
な
さ
い
ま
す
ま
す
直
売
粛
に
関
す
る
デ
協
の
中
心
。
童
の
基
礎
を
知
上
が
る
。
て
い
る
農
軍
が
い
れ
ば
、
本

か
h

と
地
zzの
レ
ス
ト
ラ
ン

l
タ
す
べ
て
を
開
示
し
で
も
ら
な
い
人
が
多
す
き
る
。
現
こ
れ
ら
は
金
丸
氏
が
全
国
昆
に
な
っ
て
く
れ
る
5
人
を

場
に
狩
っ
て
い
な
い
か
ら
向
を
取
材
レ
て
回
る
な
か
で
仕
落
と
三
段
で
成
果
は
上
が

が
本
物
で
、
同
が
宇
づ
く
り
入
れ
た
直
売
所
の
成
功
例
る
」
。
翼
一
証
実
験
は
日
月
か

食

の

テ

キ

ス

ト

化

で

財

産

共

有

匂

ら

な

く

な

っ

て

い

口

一

町

長

ら

封

書

さ
ら
に
、
相
理
を
ま
っ
た
夢
フ
ァ
ー
ム
シ
ュ
シ
輯
甘
負
う
金
丸
氏
だ
が
、
そ

く
作

'Z9、
閣
心
も
な
い
人
ユ
」
、
野
菜
は
、
三
蚕
宙
開
の
れ
は
本
軍
で
や
る
気
の
あ
る

1
1
1
t
i

自
分
が
売
り
込
型
商
品
を

1
1
1
1
1
1
1
11
E
な
料
理
が
で
章
@
の
か
宮
市
を
案
内
す
る
。
レ
ス
ト
」
フ
ン
ら
っ
。
い
く
ら
補
助
金
が
蔓
が
担
当
者
で
あ
る
こ
と
も
多
「
冊
貨
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
所
だ
け
。
自
身
の
著
書
や
ホ

震

し

た

器

官

と

熟
知
レ
て
い
な
け
れ
ば
、
客

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

せ

昔

、

君

主

人

た

ち

E、
空
『
こ
皇
官
け
て
い
る
の
か
。
年
間
売
り
い
。
必
需
巨
富
に
は
作
く
り
フ
ァ
ー
ム
」
の
事
例
。

l
ム
ベ
l
ジ
で
も
、
静
に
な

童回一
T
与

;
l

E
t
Et
t
E
I
E
'

0

・h

Ila-ぃ
I
l

に
爾
晶
の
墜
力
高
得
し
で
テ
キ
ス
ト
化
は
地
域
貴
材
は
き
ち
っ
と
説
明
で
煮
る
よ
ど
こ
の
佃
で
獲
れ
て
、
こ
ん
歩
は
い
く
ら
か
・
ス
タ
ッ
り
主
の
思
い
込
か
だ
吋
で
作
こ

Eた
成
功
例
を
一
つ
ひ
る
ま
で
は
紹
介
し
な
い
と
い

童
に
よ
る
地
壇
お
こ
し
に
も
ら
い
購
買
に
つ
な
げ
る
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
向
け
て
の
う
に
参
匂
そ
こ
か
ら
口
コ
な
相
理
に
古
い
ま
す
』
と
説

7
1
人
当
た
円

ε詩
句
売
ら
れ
た
、
梢
質
者
費
mω

携
わ
る
な
か
で
、
金
丸
氏
は
と
は
で
き
な
い
。
テ
キ
ス
ト
揮
1
段
階
、
轟
廼
づ
く

pと
ミ
で
反
が
つ
て
い
く
」
@
明
す
る
」
.
金
丸
民
が
構
わ
り
上
げ
て
い
る
の
か
。
人
件
と
は
離
れ
た
萌
品
が
並
ぷ
。
改
曽
を
申
京
札
酌

τい
く
@
事
量
計
画
を
作
っ
て
も
ら

地
域
章
一
府
の
ア
ラ
ン
ド
化
の
は
い
わ
ば
営
襲
ツ
ー
ル
と
い
い
え
る
。
テ
キ
ス
ト
化
挫
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
は
構
っ
た
地
域
で
は
、
す
℃
L
嵩
買
や
施
設
が
縫
持
す
る
「
ほ
「
料
理
が
好
き
な
人
や
、
宜
改
曽
効
果
を
柾
闘
す
る
た
い
、
き
ち
っ
と
実
行
し
て
も

位
頼
を
多
く
受
切
る
。
哩
も
え
る
。
金
丸
氏
は
「
生
産
隔
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
閉
と
い
ろ
ん
な
人
を
呼
ん
で
現
し
て
い
る
所
も
あ
る
と
い
ど
れ
だ
廿
の
担
金
が
必
要
へ
の
開
心
が
高
い
女
性
、
人
め
に
興
証
聾
臨
も
必
ず
行
ら
う
」
。
位
朝
す
る
地
方
自

れ
て
い
る
地
域
童
材
を
テ
ラ
重
包
皿
禁
政
簡
の
な
か
で
、
く
。
プ
ロ
の
料
理
人
を
呼
ん
も
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
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地

蟻

お

こ

し

成

功

の

秘

訣

と

は

?

一
介
す
る
・
日
本
の
食
が
抱
え

一
る
制
度
上
の
間
岨
が
指
摘
。

金
丸
弘
美
著
「
田
舎
カ
」
が
話
題
に

一一
揖
本
か
ら
見

E
T必
要
が
あ

『
画
骨
力
ヒ
ト
・
事
・一

円
)
。
地
域
お
こ
し
白
成
功
一
る
と
珂
づ
か
さ
れ
る
。

告
が
揮
ま
る
5
つ
の
法
出
↑
事
例
喜
望
急
か
り
や
一

l
霊
前
白
品
売
た
が
、

{
金
丸
弘
畏
・
書、

N
H
K
一
す
く
税
制
。
尊
円
で
あ
る
食
一
ア
マ
ゾ
ン
「
地
域
経
酒
部
門
」

出
履
生
宮
人
新
嘗
、

?
0
0
一
品
野
の
括
が
メ
イ
ン
だ
が
、
一
で
ほ
ほ
1
位
券
経
持
。

2
0

地
域
担
自
由
一

1
0年
9
月
島
売
の
「

『地

鞍
臨
で
地
壇
士
迂
の
力
地
域
劃
造
7
つ

活
性
化
に
成

一白
桂
則
」

(
N
T
T出履、

功し

pe例
1
6
0
0
円
)
と
合
わ
せ
現

は
圃
壇
、
甑
一正
は
三
田
2
聞
が
1
、
2
位

光
分
野
な

一
で
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
ニ
フ
ン

ど
、
広
く
竺
ク
入

E義
廿
る
。


